
　
平
成
二
十
五
年
度
本
学
科
卒

業
生
（
十
九
名
）
に
対
し
て
、

平
成
二
十
四
年
度
と
同
様
五
十

社
以
上
か
ら
求
人
が
あ
り
、
就

職
希
望
者
全
員
が
原
子
力
関
連

企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。現
在
、

平
成
二
十
六
年
度
卒
業
生
予
定

者
（
現
四
年
生
三
十
五
名
）
に

対
し
て
も
、
五
十
社
以
上
の
大

手
原
子
力
企
業
か
ら
求
人
が
あ

り
、
多
く
の
学
生
が
大
手
企
業

よ
り
内
々
定
を
受
け
て
い
ま

す
。
本
学
科
は
平
成
二
十
六
年

四
月
で
十
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
の
間
、
本
学
科
の
卒
業

生
全
員
が
就
職
し
て
お
り
ま

す
。
原
子
力
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
産
化
の

二
つ
の
面
か
ら
、
産
官
学
一
体

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
度
難
易
度
の

高
い
国
家
資
格
で
あ
る
「
放
射

線
取
扱
主
任
者
」
試
験
に
、
十

三
名
が
合
格
い
た
し
ま
し
た
。

合
格
者
十
三
名
の
中
で
一
名
の

学
生
が
第
一
種
に
十
二
名
の
学

生
が
第
二
種
放
射
線
取
扱
主
任

者
合
格
し
ま
し
た
。本
学
科
は
、

「
放
射
線
取
扱
主
任
者
資
格
」

の
取
得
を
重
視
し
、
本
資
格
に

必
要
と
さ
れ
る
知
識
を
講
義
、

実
験
実
習
で
習
得
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
七
月

か
ら
資
格
取
得
の
為
の
特
別
講

義
を
毎
日
五
時
限
目
開
講
し
ま

す
。
学
生
は
、
卒
業
ま
で
に
資

格
の
取
得
を
目
指
し
日
々
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
　

　
平
成
二
十
六
年
度
原
子
力
技

術
応
用
工
学
科
は
二
十
一
名
の

新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
学
生
は
、
地
元
 
福

井
県
を
は
じ
め
、
岩
手
県
、
茨

城
県
、
富
山
県
、
石
川
県
、
大

阪
府
、
奈
良
県
、
兵
庫
県
、
愛

媛
県
、
広
島
県
か
ら
来
て
い
ま

す
。

　
四
月
二
十
五
日
（
金
）
に
フ

リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
ア
ワ
ー
ズ

（
F
T
H
）の
講
義
時
間
を
利
用

し
て
、
新
入
生
全
員
が
協
議
、

協
力
し
て
カ
レ
ー
作
り
を
行

い
、
昼
食
は
本
学
科
教
員
と
共

に
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い

ま
し
た
。
カ
レ
ー
の
作
製
は
本

年
度
で
十
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
本
学
科
は
少
人
数
ク
ラ
ス

で
あ
る
こ
と
の
有
効
性
を
最
大

限
に
利
用
し
、
課
題
解
決
型
学

習（
P
B
L
）を
積
極
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
が
公
募
す
る
平

成
二
十
四
年
度
国
際
原
子
力
人

材
育
成
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
事
業

（
原
子
力
人
材
育
成
等
推
進
事

業
費
補
助
金
）
に
私
学
と
し
て

唯
一
、
本
学
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
本
事
業
の
中
の
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
と
し
て
、
平
成
二

十
六
年
三
月
二
日
（
日
）
〜
三

月
八
日
（
土
）
の
期
間
、
本
学

で
選
抜
し
た
学
生
五
名
（
三
年

生
二
名
、
二
年
生
二
名
、
一
年

生
一
名
）
が
フ
ラ
ン
ス
の
原
子

力
関
連
施
設
を
訪
問
し
、
短
期

の
留
学
を
体
験
し
ま
し
た
。
三

月
二
日
（
日
）
関
西
国
際
空
港

を
出
発
し
、
パ
リ
か
ら
T
G
V

に
乗
っ
て
南
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ヴ

ィ
ニ
ョ
ン
へ
向
か
い
ま
し
た
。

三
日
（
月
）
は
、
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ

ン
の
北
30
k
m
に
あ
る
マ
ル
ク

ー
ル
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
原
子
力

庁（
C
E
A
）の
原
子
力
施
設
を

見
学
し
ま
し
た
。
高
レ
ベ
ル
廃

棄
物
処
理
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ア

タ
ラ
ン
ト
）
等
の
研
究
施
設
で

は
、
様
々
な
機
器
、
設
備
を
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
日
（
火
）
エ
ク
サ
ン
プ
ロ
バ

ン
ス
へ
行
き
、
カ
ダ
ラ
ッ
シ
ュ

に
あ
る
原
子
力
科
学
技
術
学
士

院
（
I
N
S
T
N
）
カ
ダ
ラ
ッ

シ
ュ
校
を
訪
れ
、
学
生
交
流
を

し
ま
し
た
。
カ
ダ
ラ
ッ
シ
ュ
校

は
原
子
力
の
専
門
技
術
者
を
育

成
す
る
学
校
で
す
。
そ
の
後
、

実
験
用
原
子
炉
や
新
型
原
子
炉

の
建
設
現
場
等
を
見
学
し
ま
し

た
。
日
本
で
は
、
見
る
こ
と
が

出
来
な
い
施
設
ば
か
り
で
と
て

も
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
五
日

（
水
）、
六
日
（
木
）
は
日
本
原

子
力
研
究
開
発
機
構
（
 
J
A

E
A
）パ
リ
事
務
所
、関
西
電
力

パ
リ
事
務
所
、
国
有
の
電
力
会

社
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
電
力
会
社

（
E
D
F
）を
訪
問
し
、
フ
ラ
ン

ス
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
原
子
力

及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
に
つ
い

て
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
七
日
（
金
）
に
フ
ラ
ン

ス
を
出
発
し
、
八
日
（
土
）
に

無
事
帰
国
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
六
年
度
は
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
へ
の
短
期
留
学
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
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